本日はXLXリフレクターにまつわる勉強会ですが最初に仰々しい画面で申し訳ありません。
[bookmark: _GoBack]そもそもリフレクターとはD-Starシステムの中でリピーターの反射器と言われていますが国内にはありません。

十数年前CQ誌でJARLがD-Starの登録受付を始めたとの記事を見てD-Starがどんなものかが分からない
まま無線機もないのに登録だけはしてあったようです。

私がアマチュア無線を始めた動機は「海外の人と話したい」という単純なものでした。HF帯では設備の能力と電波伝搬のコンディションで安定したオーバーシーズQSOのチャンスが左右されますので電波伝搬のコンディションが低下してきた時期に高槻クラブでハンディ機でも海外局と交信ができるID-31の話が持ち上がり購入しました。はじめは谷町や生駒のリピーターを使って海外のリピーターにアクセスしてCQを出すが応答がほとんどないことに気づき困っていました。

そんな中でDVDonglやリフレクターの情報をつかみDVDonglを購入するに至りました。

そこで、なぜJAにはリフレクターがないのか、何故設置してはいけないのかという疑問が出てきました。
調べていくとJAにもリピーターにつながるREFレフレクターがあることが分かりました。

JR3VHの皆さんにこの疑問を投げかけリフレクターの導入の検討が始まり当初はリピーターのソフトをG1か
らG2に変更することで動きましたがソフトが有償であることJAでリフレクター設置が果たしてリーガルな
ものどうかの疑問などがあり前進しませんでした。

そんな中、JARLの広報でWの局がパラシュートから28MHｚ5ワットSSBでJAとの交信を望んでいる記事をJA3KDJ板垣さんが見つけ、本人にメールをして交信日時や具体的な周波数を決定するまではよかったのですが、当時のHFのコンディションでは到底交信は不可能なので、こちらからD-Starを提案して一時ID-31を
送ることを考えましたが先方はD-Starが使えるハンディをFMオンリーで使っていることが分かりリグの
使い方、パラシュート降下地点に近いリーピータ等すべてこちらから支持をしました。

ところが、パラシュート降下地点に一番近いリピーターにJR3VHのリピーターからアクセスできない問題に
ぶつかりました。なぜなのか何度も先方のシスオペとメールのやり取りをしましたがシスオペもギブアップで
そのリピーターのソフトをオーストラリヤから遠隔でインストールしたVK4TUXさんを紹介されて彼との
メールで当該リピーターのソフトはG2ではなくircDDBであることが分かりました。JR3VHのリピーター
にもリフレクターをつなぎたい話をしたら3万円でソフトをインストールしてやると言われましたが有償で
あること、問題が起こった時に自分で対処出来ないことなどを考えて断りました。

[bookmark: OLE_LINK1]それでも国内でのリフレクター設置があきらめられずircDDBのフォーラムに投稿した結果、無償でしかも自分で何とかなりそうなソフトが見つかったのが国内最初のXLXマルチプロトコルゲートウエイリフレクターです。

私はそのような経緯で導入されたXLXリフレクターを広く国内に定着させたと強く思っています。

何故か、これから発表しますが、アマチュア向きで、自分でほとんどのことが出来るから。
